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研究領域の概要 

 

本研究領域では、生物が生体外の刺激を感知し、必要に応じて生存のための適切な対応をとる

ために必須の機能である感覚機能のメカニズムを理解し、その機能を模倣・拡張・伝達する基盤技

術の確立を目指します。 

ヒトは、五感をはじめ温度や侵害刺激から磁気に至るまで、さまざまな外界刺激を感知し、その

刺激情報を統合して外界刺激に適応して生きています。つまり、私たち人間は、刺激の感知なしで

生存することはできません。しかし、感知メカニズムには不明の点が多く、加えて、痛覚・味覚・嗅覚

のように客観的に評価する指標が乏しい感覚があります。客観的に感覚刺激を伝達する情報イン

ターフェース等が開発され、感覚模倣デバイスのロボット応用等が進んでいる感覚もいくつかありま

すが、多くの感覚、特に、痛みやかゆみ、味や匂い、温度等の感覚は刺激感知の分子メカニズム

解明が進んでおらず、応用研究への展開も遅れています。これらのことから、さまざまな外界刺激

の感知メカニズムの基礎研究を推進し、その基礎研究を基にした技術の実用化に研究を広げるこ

とが求められています。本研究領域の推進は生物学研究と物理工学研究の融合によって初めて

成し遂げられるものであり、数理科学や計算科学といった多様なアプローチも取り入れながら、感

覚の本質を追究することによって、「人間らしさとは何か」という問いにも答えを出していけるものと

考えています。 

 

募集・選考・領域運営にあたっての研究総括の方針 

 

１． 背景 

近年では、温度と触覚の受容体発見にノーベル賞が授与される等、感覚のメカニズム解明に関

する研究は国際的にも注目されており、特に味覚・嗅覚・触覚・痛覚といった感覚の感知機構に関

する研究は、日本が強みと実績を有する領域であるといえます。一方で、感覚研究は各感覚器の

特殊性や物理的、化学的といった刺激の種類、基本的な情報処理メカニズムの違い、さらに感覚

間における受容体の物性の違いなどを背景として、感覚器ごとに研究の進展度が異なる研究領域

です。  

そのため、基礎医学や基礎生物学など単一の学問領域からのアプローチによる全貌解明は難

しいと考えられます。我が国では感覚の模倣・拡張としてブレイン・マシン・インターフェース(BMI)

の一つである、人工内耳、人工触覚などの人工感覚器の研究開発が行われており、加えて、光遺



伝学を活用した視覚再生の試みなど、強みをもつ分野があります。さらに、世界的には客観的に感

覚刺激を伝達する情報インターフェース等が開発され、触覚模倣デバイスのロボット応用も進んで

います。感覚や認識を拡張する技術の革新と併せて、生成 AI などの大規模言語モデルの性能も

飛躍的に向上しています。しかしながら、基礎研究から得られた知見を、「人間の生活を豊かにす

る」技術開発へ応用する研究は未だ発展途上にあります。そのため、感覚の基礎研究を基にした

技術の実用化については工学領域やロボティクスとの分野融合研究が不可欠であり、技術創出の

基盤となる基礎研究と、それらの知見を踏まえた基盤技術研究の両面から感覚研究を戦略的に発

展させる必要があります。 

 

２． 募集・選考の方針 

本領域では、生体内の感知メカニズムの理解のための基礎研究を推進することで、感覚を認

識・模倣・拡張・伝達する革新的技術を創出し、「人の生活を豊かにする」基盤技術開発を目指し

ます。そのために、多様な外界刺激の感知メカニズムの基礎研究、未解明の感知メカニズム解明

に数理科学や計算科学といった新たなアプローチも取り入れて研究を推進すると同時に、基礎研

究の知見を活かして感覚を工学的に再現するデバイス開発、感覚を拡張するための分野融合的

な研究開発、ロボットに「人間らしい」感覚を感知させるための技術開発を目指します。更にそうし

て得られた技術･成果を基礎研究に活かす循環を生み出すことで、感覚に関する基礎研究と基盤

技術研究の両面から感覚研究の推進を図ります。 

具体的には、以下の達成を想定していますが、現時点で想定しているイメージであり、これらに

限定されるものではありません。幅広い感覚研究の領域において、これまでにない斬新で、大胆な

提案を期待します。 

（１） 生体内の感知機構解明 

五感 (視覚、聴覚、触覚、嗅覚、味覚)、固有感覚、前庭覚 (平衡感覚)、体性感覚 (温覚、

痛覚、圧覚)、磁気感覚、時間感覚等を含む感覚を対象として、その感知メカニズムの解明か

ら感覚の客観的な評価指標の開発を目指す基盤研究を求めます。 

ア.  物理・化学刺激の受容・変換に関わる分子機構の解明 

イ.  末梢感覚系における情報処理・符号化原理の理解 

ウ.  末梢系の感覚における振動を機械受容体に伝達するまでの力学的構造の解明 

エ.  不安定な受容体タンパク質の同定のための構造解析やイメージングによる機能解析 

オ.  味覚分野における「おいしさ」を定量化・数値化して扱うための大規模言語モデルを用

いた解析 

カ.  触覚分野における感覚の感度の測定や数値化のための技術開発 

 

（２） 「人間らしい」感覚創出のための基盤技術開発 

感覚情報の模倣・拡張・伝達のための次世代ユーザーインターフェース、仮想現実(VR)、

拡張現実(AR）への応用、感覚フィードバックデバイスや感覚を認識するロボティクス等の開発



を目指す研究を求めます。提案書には、基礎研究の知見を踏まえた「人間らしい」感覚の実

現度を客観的に評価するための技術的指標を、定義・測定方法・目標値（または到達基準）と

併せて明確に記載してください。 

ア.  臨場感・没入感のあるハプティクス技術への応用を目指した、感覚模倣技術の開発 

イ.  個体差に応じて感じる感覚の違いを識別するロボット開発 

ウ.  触覚の質的情報と量的情報に応じた運動の変化をロボットへ実装するための技術開発 

エ.  音や光の刺激でにおいや味を再現する感覚認知を変換する技術開発 

オ.  皮膚感覚に適合した微細触覚提示ユーザーインターフェースの基盤技術開発 

カ.  温度受容体の応答特性に基づく、非侵襲的 UIフィードバック手法の開発 

 

３．研究期間と研究費 

研究期間は原則３年半、研究費の上限は合計 4,000 万円(直接経費)とします。研究総括による

精査の結果、採択にあたっては研究費の調整を行う場合がありますので、予めご了承ください。な

お、研究費は年度毎に見直しを行いますので、研究進捗に応じた増減があることをあらかじめご了

承ください。 

 

４．領域運営の方針 

本領域は五感を含む感覚に関する基礎研究と、それを踏まえて基盤技術の創出を目指す研究

の推進を基本としており、医学・生物学と物理学・工学との融合を目指しています。「さきがけ」は個

人研究であることから、一人で両方を行うことは難しいと考えられ、応募時点で感覚器の基礎研究

のみを進めている研究者の申請を妨げるものではありません。しかし、将来の展望として、基礎研

究で得られた知見を活かして、応用を目指す申請内容であることが望ましく、領域内での異分野研

究者同士の連携強化を図り、共同研究を推奨したいと考えています。したがって、自らの研究がど

のような応用研究に発展するかを明記してください。本領域は、また、CREST「感覚の理解と制御

がつなぐ生体システム操作」領域の研究総括、領域アドバイザーや参画する研究者との交流を積

極的に行い、実用化における課題から求められる基礎研究を推進します。 

 


